
施設内療養者の命を守り、医療逼迫もふせぐために。

中頭病院 救急・総合内科医
沖縄県施設⽀援班 医師 仲村 尚司



沖縄県における新型コロナウイルス感染症の発⽣状況（発症⽇ベース）
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⾼齢者施設は「家庭」と同じ⽣活の場所

集団感染起こしやすい。。。



沖縄県における新型コロナウイルス感染症の発⽣状況（発症⽇ベース）
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社会福祉施設における集団発⽣への対応基準（沖縄県）

基準１ 全例⼊院
濃厚接触者については施設内でゾーニング

基準２ 中等症Ⅱ、重症について⼊院
軽症者については医師が巡回して診療

基準３ 重症について⼊院
中等症Ⅱまでは施設内で薬剤および酸素投与

基準４ 原則として全例施設待機
避けるべき状況

や
む
を
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な
い
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況

※従来通り、各施設の状況を考慮する。
※現在施設内で酸素投与中の⽅については相談の上決定する。
全員⼊院できる状況ではない



支援と医療介入をセットに
施設療養を説明





医療機関
が主に担当

感染対策 施設機能維持 医療提供
・情報収集
・スクリーニング
PCR
・ゾーニング
・PPE着脱指導
・ごみ、リネン、⾷
器の取り扱い

・指揮系統⾒直し
・外部コンタクトリス
ト共有
・BCP発動
・物資供給
・⼈的資源のバランス
の評価
・⼈的⽀援派遣の調整
（Ns、CW）
・感染情報整理（ライ
ンリスト、ベッドマッ
プ、⼀覧表）
・かかりまし経費案内

・初回介⼊時の緊急転
院患者選定
・抗原陽性時の発⽣届
・陽性者の健康観察
（遠隔診療等）
・対症療法薬処⽅
・抗ウイルス薬投与
・⼊院適応判断
・紹介状記載
・特別訪問看護指⽰書
記載

施設⽀援

ICD/ICN的 DMAT的 保険診療可能

かかりつけ医





抗原陽性 直近採血確認 常用薬確認

院内薬剤師で
チェック院内処方 処方 持参or来院依頼



施設内療養者に早期に適切な医療を届ける事が重要

・重点病院ですべて対応するのは不可能

・「コロナ＝入院」、「コロナ＝特別な病院で治療対応」

から脱却し通常の医療に近づけるべき

薬剤師さんの協力なければ医者に使える武器はない

医薬連携が重要


